
通達甲(総.企.公管１)第６号

平 成 ２ ２年 １ ２月 １７ 日

存 続 期 間

各 所 属 長 殿

総 務 部 長

警察署協議会運営要綱の制定について

このたび、別添のとおり、警察署協議会運営要綱を制定し、平成２２年１２月１７日から

実施することとしたから、運用上誤りのないようにされたい。

おって、警察署協議会委員の委嘱に伴う諸手続及び警察署協議会に関する報告について

（平成１３年４月１６日通達甲（総．企．公管１）第１０号）は、廃止する。

記

第１ 制定の趣旨

警察署協議会の更なる活性化を図るため、警視庁警察署協議会に関する規則（平成１３年

４月１６日東京都公安委員会規則第８号）の一部が改正されたことに伴い、警察署協議会の

運営に関して必要な事項を定め、その適正を期するため、新たに要綱を制定するものである。

第２ 制定の要点

１ 警察署協議会委員の委嘱、辞職及び解嘱に関する手続について定めた。

２ 警察署協議会の開催時の留意事項について定めた。

３ 警察署協議会会議録の報告要領について定めた。

４ 警察署協議会の活動等に関する報告様式について定めた。



別添

警察署協議会運営要綱

第１ 目的

この要綱は、警察署協議会の運営に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

第２ 準拠

警察署協議会の運営については、警察法（昭和２９年法律第１６２号）、警視庁警察署

協議会の設置に関する条例（平成１３年東京都条例第７０号。以下「条例」という。）及び

警視庁警察署協議会に関する規則（平成１３年４月１６日東京都公安委員会規則第８号。

以下「規則」という。）等に定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。

第３ 委員の委嘱等に関する手続等

１ 委員の委嘱手続

(1) 警察署長（以下「署長」という。）は、東京都公安委員会（以下「公安委員会」とい

う。）が警察署協議会の委員（以下「委員」という。）を委嘱するに当たって、その判断

に資するため、規則第３条第１項に規定する者であって、かつ、任期中は熱意を持って

積極的に活動ができる者を、別記様式第１号の「委員の委嘱に関する参考資料」により、

公安委員会（東京都公安委員会室管理第一係経由。以下同じ。）に報告するものとする。

(2) 署長は、前（１）により報告する者について、書面により審査することはもとより、

面接するなどして、委員としてふさわしい人物であるかを十分吟味するものとする。

(3) 企画課長は、委嘱された委員の氏名及びその所属する警察署協議会の名称を警視庁ホ

ームページに掲載して、これを公表するものとする。

２ 委員の辞職手続

署長は、委員から辞職の申出があったときは、別記様式第２号の「重要特異事案発生報

告書」により、速やかに公安委員会に報告するものとする。この場合において、署長は、

当該委員から辞職願の提出を求め、公安委員会に送付するものとする。

３ 委員の解嘱手続

署長は、自署の委員に条例第３条第４項に規定する委員たるにふさわしくない非行があ

ったときその他特別な理由があると認めたときは、重要特異事案発生報告書により、直ち

に公安委員会に報告するものとする。

４ 特異事案の報告

署長は、前２又は３のほか、委員について重要特異な事案があったときは、重要特異事



案発生報告書により、直ちに公安委員会に報告するものとする。

第４ 警察署協議会の開催等

１ 警察署協議会開催時の留意事項

(1) 署長は、警察署協議会と連携の上、警察署協議会の会議が原則として年度内に４回開

催できるよう、協力するものとする。

(2) 署長は、警察署協議会の会議が招集されることとなったときは、公安委員会に報告す

るものとする。

(3) 署長は、警察署協議会の会議に諮問する事項等を主管する課長等を当該会議に陪席さ

せる必要があるときは、あらかじめ警察署協議会の了承を得るものとする。

(4) 署長は、警察署協議会からの意見、要望その他申出を受理したときは、自署の管轄区

域内における警察の事務の処理に反映させるよう努めるものとする。

２ 警察署協議会会議録の報告及び公表

(1) 署長は、警察署協議会の会議が開催されたときは、別記様式第３号の「警察署協議会

開催結果報告書」及び議事概要を取りまとめた警察署協議会会議録（以下「会議録」と

いう。）を速やかに総務部長（東京都公安委員会室管理第一係経由。以下同じ。）及び

方面本部長(総務担当経由。以下同じ。）に報告するものとする。

(2) 署長は、会議録を作成したときは、自署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧に

供するため、必要な措置をとるものとする。

第５ 警察署協議会の活動報告

署長は、警察署協議会の自主的な取組、警察署協議会と警察署が協働して実施した施策、

委員による警察施設等の視察、警察署協議会の意見等を反映させた警察の事務その他警察署

協議会の活動に関する事項について、別記様式第４号の「警察署協議会活動結果報告書」に

より、速やかに総務部長及び方面本部長に報告するものとする。



別記様式第１号

報告（ ． ）第 号

年 月 日

東 京 都 公 安 委 員 会 殿

警察署長
委 員 の 委 嘱 に 関 す る 参 考 資 料

一連 報 告 事 項
番号

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。



（継続用紙）

一連 報 告 事 項
番号

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

住 所：
住所、氏名等

氏 名： 男・女 年 月 日（ 歳）
ふ り が な

職 業： 勤務先名：
職 業 等

所 在 地：

経 歴 等

新任・再任の別 新任 再任 居住・勤務の別 居住 勤務

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。



別記様式第２号

報告（ ． ）第 号

年 月 日

東 京 都 公 安 委 員 会 殿

警察署長

重 要 特 異 事 案 発 生 報 告 書

件 名

委 員 の

住所、職業

氏名(年齢)

概 要

備 考

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。



別記様式第３号

報告（ ． ）第 号
年 月 日

総 務 部 長 殿（総．企．公管１）
第 方 面 本 部 長 殿（総務）

警察署長

警 察 署 協 議 会 開 催 結 果 報 告 書

午 時 分 から
日 時 年 月 日 （ ）

午 時 分 までの間

場 所

種 別 等 年度 第 回会議

諮問内容

１ ５ ９

２ ６ 10

出席委員

３ ７ 委員総数 名

出 席 数 名

４ ８ 欠 席 数 名

警察署等
出 席 者

計 名

備 考

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。



別記様式第４号

報告（ ． ）第 号
年 月 日

総 務 部 長 殿（総．企．公管１）
第 方面本部長殿（総務）

警察署長

警 察 署 協 議 会 活 動 結 果 報 告 書

□ 警察署協議会の自主的な取組
□ 警察署協議会と警察署が協働して実施した施策

種 別 □ 委員による警察施設等の視察
□ 警察署協議会の意見等を反映させた警察の事務
□ その他（ ）

件 名

午 時 分ころから

活動日時
年 月 日 の間

午 時 分ころまで
（ 会議前 ・ 会議後 ・ その他 ）

活動場所

〈警察署協議会側〉

参 加 者
委員 他 名

〈 警 察 署 側 〉
以下 名 計 名

内 容

備 考

注 該当する□に、レ点を付すること。

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。


